
低病原性鳥インフルエンザ（H7N9）の
中国からの侵入を防ぎましょう！！

平成２５年４月４日および５日、中国上海市において低病原性鳥インフルエ
ンザ(H7N9)が発生しました。また、その後も発生が続いており、日本への侵
入が危惧されています。

この鳥インフルエンザが日本で発生した場合、高病原性鳥インフルエンザと
ほぼ同様の措置が行われるため、その経済被害は甚大です。

そのため、鳥インフルエンザウイルスの侵入防止のために、以下の点を確
認し、万一発生した場合に被害を最小限に抑えるよう、ご協力をよろしくお願
いします。

１．飼養衛生管理基準を守りましょう
（１） 農場入り口の消毒（消石灰散布等）
（２） 農場への入場車両の消毒
（３） 鶏舎毎の踏込消毒槽及び長靴の設置
（４） 来場者の記帳（１年間保存）

２．野鳥及びねずみ等の野生動物対策を徹底しましょう
（１） 防鳥ネットの破損箇所の修理、隙間を塞ぐ
（２） 鶏舎内へのねずみ侵入防止対策

３．異常鶏を発見した際には早期通報をしましょう
（１） 鶏冠、肉垂等のチアノーゼ、沈うつ、産卵率の低下等
（２） ５羽以上がまとまって死亡、又はうずくまっている等
（３） 同一鶏舎内において、１日の家きんの死亡率が、前２１日間の平均死亡率の２倍

以上となった場合
※強制換羽の影響等、死亡原因が明らかな場合は除く

発症鶏・死亡鶏の例



重症熱性血小板減少症候群(SFTS)について

病名 発生地 発生月日 畜種 型

口蹄疫 中国 ３月１５日 牛 A

中国 ２月１９日 牛 O

低病原性

鳥インフルエンザ

中国 ４月１０日 鶏／あひる H７N９

中国 ４月５日 鳩／鶏 H７N９

中国 ４月４日 鳩／鶏 H７N９

高病原性

鳥インフルエンザ

カンボジア ２月１８～２０日 家きん Ｈ５Ｎ１

インド ２月２７日 家きん Ｈ５Ｎ１

近隣諸国における悪性伝染病発生情報

２０１３年 ４月１２日現在

中国国内における発生場所

重症熱性血小板減少症候群とは、ダニが媒介する感染症です。最近、国内においても

発生が報告されています。

本疾病の治療法は未だ確立されておらず、感染を予防することが重要です。今のところ

熊本県内では確認されていませんが、牧野のダニ駆除の他、野外で作業した後は作業

着を着替え、しっかりと洗濯を行う、野外作業を行った日は必ず入浴するなどにより、ダ

ニを長時間身体に付着させないようにしましょう。


